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41 先

進

諸

国

の

動

向

 
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
組
織
化
戦
略
 

英国 

ドイツ 

Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
組
合
員
減
少
と
組
織
化
の
課
題
 

　
ド
イ
ツ
最
大
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
Ｄ

Ｇ
Ｂ
（
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
）
の
組
合
員
減

少
が
続
い
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
末
時
点
の

組
織
人
員
は
約
七
〇
一
万
三
〇
〇
〇
人
で
、

前
年
（
〇
三
年
末
）
の
約
七
三
六
万
三
〇
〇

〇
人
か
ら
約
三
五
万
人
の
減
少
。
一
年
の
間

に
四
・
八
％
近
く
の
組
合
員
が
減
っ
た
こ
と

に
な
る
。
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
組
織
人
員
は
、
東
西
ド

イ
ツ
統
一
後
の
一
九
九
一
年
に
約
一
一
八
〇

万
人
の
ピ
ー
ク
を
記
録
。
し
か
し
現
在
は
、

そ
の
六
割
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。 

　
産
業
別
組
合
で
見
る
と
、
最
大
の
公
共
サ 

　
Ｔ
Ｕ
Ｃ
（
英
国
労
働
組
合
会
議
）
が
「
新

組
合
主
義
（N

ew
 U

nionism
）
」
の
組
織

化
戦
略
に
基
づ
い
て
一
九
九
八
年
に
設
立
し

た
「
組
織
化
ア
カ
デ
ミ
ー
（O

rganising 
A
cadem

y

）
」
が
一
定
の
効
果
を
あ
げ
始

め
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
養
成
し
た
約
一
五

〇
人
の
オ
ル
グ
が
、
三
万
人
を
超
え
る
新
た

な
労
働
組
合
メ
ン
バ
ー
を
組
織
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
と
い
う
。 

   

「
新
組
合
主
義
」の
登
場 

 

Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
新
た
な
組
織
化
戦
略
と
し
て
「
新

組
合
主
義
」
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
一
九
九

六
年
の
大
会
。
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
組
織

率
の
低
下
が
背
景
に
あ
っ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー

元
首
相
が
就
任
し
た
一
九
七
九
年
当
初
の
一

二
〇
〇
万
人
を
ピ
ー
ク
に
組
合
員
は
じ
り
じ

り
と
減
少
を
続
け
、
現
加
盟
人
員
数
は
ほ
ぼ

半
減
の
六
五
〇
万
人
。
保
守
党
政
権
下
の
一

八
年
間
は
、
労
組
に
と
っ
て
の
冬
の
時
代
と

言
わ
れ
る
が
、
こ
の
間
労
組
の
切
り
崩
し
と

産
業
構
造
の
変
化
が
重
な
っ
て
組
織
は
弱
体

化
し
た
。
組
織
率
も
二
〇
％
前
半
に
ま
で
落

ち
込
む
な
ど
影
響
力
の
低
下
も
著
し
く
、
長

期
低
迷
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、
そ
こ
に
対

応
し
て
出
て
き
た
の
が
「
新
組
合
主
義
」
で

あ
っ
た
。 
 

「
新
組
合
主
義
」
は
複
線
戦
略
（tw

in 
track strategy

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
言
わ

れ
る
。
第
一
の
戦
略
は
既
に
労
働
組
合
が
承

認
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
そ
の
組
織
基
盤
を

よ
り
強
固
に
す
る
も
の
、
第
二
は
新
し
い
フ

ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
す
る
も
の
。
後
者
は
特
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
労
働
市
場
で
保
護
が
遅

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
弱
い
層
、
す
な
わ
ち
女

性
層
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
層
、
若
年
者
層
、

小
規
模
企
業
層
、
低
賃
金
層
、
非
典
型
雇
用

層
―
な
ど
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴

だ
。
こ
う
し
た
層
へ
の
具
体
的
な
組
織
化
戦

略
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
「
組
織
化
ア
カ

デ
ミ
ー
」
だ
と
言
え
る
。 

   

「
組
織
化
ア
カ
デ
ミ
ー
」に 

　
寄
せ
ら
れ
る
期
待 

 

自
前
で
オ
ル
グ
を
養
成
で
き
る
輸
送
一
般

労
組
（
Ｔ
＆
Ｇ
）
や
全
国
都
市
一
般
労
組
（
Ｇ

Ｍ
Ｂ
）
な
ど
大
労
組
以
外
の
中
小
一
六
組
合

が
中
心
と
な
り
設
立
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
。

「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
既
存

の
組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
力
点
を
お

く
従
来
型
の
オ
ル
グ
手
法
か
ら
脱
し
、
新
し

い
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
未
組
織
労
働
者
の

組
織
化
に
力
点
を
お
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
戦
略
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
厳
選
さ
れ

た
訓
練
生
た
ち
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
。
第
一
期
生
の
五
四
名
は

九
割
近
く
が
組
合
員
だ
が
、
こ
の
内
六
三
％

が
三
〇
歳
未
満
、
五
％
が
女
性
で
、
半
数
近

く
が
労
働
・
社
会
運
動
、
学
生
運
動
な
ど
の

経
験
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
養
成

さ
れ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
オ
ル
グ
た
ち
が
、

自
由
な
発
想
で
組
織
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
企

画
・
推
進
を
行
う
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
し
た

Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
バ
ー
バ
ー
書
記
長

は
「
白
人
男
性
で
、
使
い
古
さ
れ
た
、
顔
色

の
よ
く
な
い
老
人
と
い
う
従
来
の
英
国
組
合

リ
ー
ダ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
像
を
ア
カ
デ
ミ
ー
を

卒
業
し
た
オ
ル
グ
た
ち
が
変
え
る
」
と
言
い

切
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
訓

練
生
は
現
在
二
〇
〇
名
を
超
え
る
。
新
し
い

時
代
の
組
織
化
の
切
り
札
と
し
て
労
働
界
の

寄
せ
る
期
待
は
大
き
い 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員
　
天
瀬
光
二
） 
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DGBの本部 

ー
ビ
ス
労
組
（
Ｖ
ｅ
ｒ
．
ｄ
ｉ
）
が
約
二
六

四
万
五
〇
〇
〇
人
で
、
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

５
・
七
％
と
落
ち
込
み
が
激
し
い
。
一
方
、

金
属
産
業
労
組
（
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
）
は
約
二
四

二
万
五
〇
〇
〇
人
で
、
対
前
年
比
で
は
マ
イ

ナ
ス
四
・
〇
％
の
減
少
だ
。
三
番
目
の
規
模

の
鉱
業
・
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
労
組
（
Ｉ
Ｇ

―
Ｂ
Ｃ
Ｅ
）
は
約
八
〇
万
一
〇
〇
〇
人
で
、

対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
三
・
八
％
と
落
ち
込
み

は
比
較
的
少
な
い
。
減
少
率
で
は
、
建
設
・

農
業
・
環
境
労
組
（
約
四
二
万
五
〇
〇
〇
人
、

Ｄ
Ｇ
Ｂ
で
Ｉ
Ｇ
―
Ｂ
Ｃ
Ｅ
に
次
ぐ
規
模
）
が

対
前
年
比
七
・
九
％
と
大
幅
に
組
合
員
を
減

ら
し
て
い
る
。 

　
〇
四
年
末
時
点
の
デ
ー
タ
を
発
表
し
た
直

後
の
今
年
一
月
、
Ｍ
・
ゾ
マ
ー
Ｄ
Ｇ
Ｂ
会
長

は
声
明
を
出
し
、
「
ト
レ
ン
ド
の
転
換
」
を

引
き
起
こ
し
た
い
と
述
べ
た
。
具
体
的
に
は
、

組
合
員
に
対
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
相
談
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
強
化
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、

①
ド
イ
ツ
の
「
社
会
国
家
」
と
し
て
の
あ
り

方
追
求
②
欧
州
レ
ベ
ル
で
の
労
使
に
よ
る
「
社

会
的
対
話
」
の
促
進
と
労
働
協
約
政
策
の
労

使
合
意
の
促
進
③
欧
州
へ
の
拡
大
を
視
野
に

入
れ
た
企
業
内
共
同
決
定
シ
ス
テ
ム
の
改
革

―
―
な
ど
を
重
点
項
目

と
し
て
あ
げ
て
い
る
。 

　
ゾ
マ
ー
会
長
が
打
ち

出
し
た
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
「
ト

レ
ン
ド
の
転
換
」
に
関

し
て
は
、
Ｉ
Ｇ
―
Ｂ
Ｃ

Ｅ
の
Ｈ
・
シ
ュ
モ
ル
ト

委
員
長
が
、
「
結
果
を

報
告
す
る
に
は
ま
だ
早

す
ぎ
る
」
と
述
べ
て
い

る
（
デ
ィ
・
ヴ
ェ
ル
ト

紙
、
八
月
六
日
付
）
。

同
氏
は
組
合
員
の
構
成

が
雇
用
構
造
を
反
映
す
べ
き
だ
と
し
、
「
労

働
組
合
は
今
日
で
も
七
〇
年
代
の
組
織
構
成

の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
」
、
「
若
年
者
、

高
資
格
労
働
者
、
女
性
の
組
織
化
を
強
力
に

推
進
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、

Ｉ
Ｇ
―
Ｂ
Ｃ
Ｅ
で
は
営
業
職
労
働
者
の
組
織

化
に
力
を
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
職
業
訓
練
生

の
七
割
を
組
織
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

　
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
明
ら
か
に
、
公
務
員
、
サ
ー
ビ

ス
業
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
な
ど
の
分
野
に
お

け
る
組
織
化
で
苦
戦
し
て
い
る
。
公
務
員
を

中
心
と
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｂ
（
ド
イ
ツ
官
吏
同
盟
）

は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
と
異
な
り
、
九
一
年
に
組
合
員
数

一
〇
〇
万
人
を
突
破
し
て
以
来
、
〇
三
年
時

点
で
約
一
二
五
万
八
〇
〇
〇
人
ま
で
数
を
増

や
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い

て
は
、
Ｖ
ｅ
ｒ
．
ｄ
ｉ
が
組
織
化
対
象
労
働

者
の
二
割
程
度
し
か
組
織
化
で
き
て
い
な
い

と
す
る
報
道
も
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
層
の

組
織
化
が
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
今
後
の
動
向
を
も
左

右
し
そ
う
だ
。 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員
・
吉
田
和
央
） 

　 　
伝
統
的
な「
低
組
織
率
」 

 

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
の
特
徴
の
ひ
と
つ

に
、
「
低
組
織
率
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九

六
〇
年
代
半
ば
か
ら
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
の

「
労
働
運
動
の
黄
金
時
代
」
で
さ
え
も
、
組

織
率
は
二
五
％
を
超
え
た
こ
と
は
な
い
。
フ

ラ
ン
ス
の
組
合
の
組
織
率
は
、
伝
統
的
に
低

い
と
い
え
る
が
、
運
動
の
高
揚
期
を
過
ぎ
る

と
、
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
。
七
〇
年

代
半
ば
か
ら
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、
組
織

率
は
二
〇
％
台
前
半
か
ら
九
％
へ
、
組
合
員

数
は
四
〇
〇
万
人
か
ら
二
一
〇
万
人
へ
と
著

し
く
減
少
し
た
。 

 

こ
う
し
た
二
〇
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
る

深
刻
な
組
合
離
れ
の
原
因
と
し
て
、
組
合
構

造
の
あ
り
方
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
の
労
働
組
合
は
、
活
動
家
（
リ
ー
ダ
ー
）

を
中
心
と
し
た
小
規
模
集
団
の
よ
う
な
組
織

の
た
め
、
中
心
と
な
っ
て
い
る
活
動
家
が
組

織
（
組
合
、
支
部
）
を
離
れ
る
と
、
組
織
そ

の
も
の
が
一
挙
に
機
能
停
止
に
陥
っ
た
り
消

滅
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
、

「『
組
合
員
の
組
織
』
と
い
う
よ
り
も
『
活

動
家
（
リ
ー
ダ
ー
）
の
組
織
』」
と
い
う
組
合

構
造
の
あ
り
方
が
、
「
労
働
組
合
の
危
機
」

を
招
い
た
と
さ
れ
る
。 

   

組
合

の
活
性
化
、 

　
一
方
で
進
む
分
裂
・
再
編 

 
し
か
し
、
一
九
九
五
年
一
一
〜
一
二
月
の

社
会
保
障
改
革
を
め
ぐ
る
公
共
部
門
の
大
争

議
を
契
機
に
、
組
合
員
数
及
び
争
議
数
が
増

加
す
る
な
ど
、
労
働
組
合
は
活
性
化
の
様
相

を
呈
す
。
例
え
ば
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
（
フ
ラ
ン
ス

民
主
労
働
同
盟
）
の
組
合
員
数
は
、
八
八
年

の
五
三
万
六
〇
〇
〇
人
を
底
と
し
て
、
二
〇

〇
一
年
に
は
八
六
万
五
〇
〇
〇
人
と
い
う
、

八
〇
年
代
半
ば
の
水
準
に
ま
で
回
復
。
九
四

年
に
六
三
万
三
〇
〇
〇
人
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
Ｃ
Ｇ
Ｔ
（
フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同
盟
）
も
、

九
〇
年
代
後
半
か
ら
増
加
傾
向
を
見
せ
、
〇

三
年
三
月
の
大
会
議
案
書
に
よ
れ
ば
、
「
七

〇
万
人
近
く
」
に
回
復
し
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
①
九
〇
年
代
末
か
ら
の
好
景
気
、
②
組

織
再
建
や
組
合
員
獲
得
に
向
け
た
組
合
の
取

組
み
、
③
「
週
三
五
時
間
労
働
法
」
の
よ
う

に
、
労
働
組
合
を
交
渉
当
事
者
に
位
置
付
け

て
、
時
短
と
雇
用
創
出
の
促
進
を
図
っ
た
政

府
の
労
使
関
係
政
策
の
効
果
―
―
が
あ
る
と

さ
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
活
性
化
の
一
方
で

、

九
〇
年
代
以
降
、
運
動
理
念
の
対
立
に
よ
る

組
織
の
分
裂
や
再
編
が
進
ん
だ
。
特
に
Ｃ
Ｆ

Ｄ
Ｔ
系
の
公
共
部
門
労
組
か
ら
の
分
裂
・
脱

退
が
目
立
つ
。
こ
う
し
た
大
労
組
か
ら
分
裂

し
た
組
織
は
、
独
立
系
労
組
と
も
連
携
し
、

代
表
性
を
も
つ
新
た
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
を
目
指
し
て
い
る
（
１
）
。
こ
の
背
景
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
「
異
議
申
立
型
」
の
労
働



43

特集―労働組合は再生するか 

Business Labor Trend  2005.10

運
動
か
ら
、
「
提
案
型
」
路
線
を
強
め
た
同

労
組
の
新
た
な
動
き
へ
の
反
発
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
。 

   

団
体
交
渉

の
枠
組
み
の
見
直
し 

 

こ
の
よ
う
に
、
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
新

た
な
動
き
が
出
始
め
た
フ
ラ
ン
ス
の
組
合
だ

が
、
組
織
率
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
八
％

前
後
と
い
わ
れ
、
「
低
組
織
率
」
と
い
う
特

徴
に
大
き
な
変
化
は
現
れ
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
な
か
、
二
〇
〇
四
年
五
月
、
「
職
業
訓

練
と
社
会
的
対
話
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定

さ
れ
た
。 

 

同
法
律
に
よ
り
、
全
国
レ
ベ
ル
及
び
業
種

別
レ
ベ
ル
の
労
使
交
渉
に
つ
い
て
、
今
後
は

「
多
数
決
原
理
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た（
２
）。
つ
ま
り
、
五
大
労
組（
３
）の
う
ち
、

一
労
組
が
使
用
者
側
に
同
意
し
て
も
、
他
の

四
労
組
の
う
ち
三
労
組
が
、
反
対
の
意
志
を

表
明
し
た
場
合
に
は
、
交
渉
は
成
立
し
な
い

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
代
表
性
を
有

す
る
Ｃ
Ｇ
Ｔ
や
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
等
の
五
つ
の
労
組

の
う
ち
、
一
つ
で
も
使
用
者
側
と
合
意
に
達

す
れ
ば
、
交
渉
は
成
立
し
て
い
た
。
し
か
し
、

極
端
に
低
下
し
て
い
る
組
合
の
組
織
率
を
背

景
に
、
こ
の
よ
う
な
団
体
交
渉
の
あ
り
方
は
、

人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
組
合
側
も
「
多
数
決
原
理
」
の
導
入
を

認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
。 

 

社
会
経
済
状
況
の
変
化
と
と
も
に
、
組
合

を
取
り
巻
く
環
境
も
ま
た
変
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
九
〇
年

代
半
ば
以
降
の
新
た
な
動
き
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
注
目
さ
れ
る
。 

  〔
注
〕 

 

１
．
例
え
ば
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ａ
（
独
立
組
合
全
国
連
合
）

や
Ｇ
一
〇
（
グ
ル
ー
プ
一
〇
）
な
ど
。 

 

２
．
団
体
交
渉
に
お
け
る
「
多
数
決
原
理
」
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
労
働
協
約
の
効
力
強
化
を
狙
い
、

ジ
ョ
ス
パ
ン
前
政
権
時
代
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
課

題
で
あ
っ
た
。 

 

３
．
五
労
組
と
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
（
フ
ラ
ン
ス
労
働
総

同
盟
：
共
産
党
系
）
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
（
フ
ラ
ン
ス
民
主

労
働
同
盟:

社
会
党
系
）
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
フ
ラ
ン
ス

キ
リ
ス
ト
教
労
働
同
盟:

保
守
中
道
系
）
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ-

Ｆ
Ｏ
（
フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同
盟
・
労
働
者
の
力
：
社

会
党
・
反
共
系
）
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ-

Ｃ
Ｇ
Ｃ
（
フ
ラ
ン
ス

幹
部
職
総
同
盟:

保
守
中
道
系
）
を
さ
す
。 
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